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12月定例会

●本会議日程　 3 月 1 日（火）・2 日（水）・4 日（金）・24日（木）
　　　　　　　  【予備日】 3 月 7 日（月）
●委員会（別室で音声のみ）
【議 会 運 営 委 員 会】 2 月24日（水）・ 3 月 9 日（水）
【事業厚生常任委員会】 3 月 9 日（水）
【総務文教常任委員会】 3 月11日（金）
【予算審査特別委員会】 3 月16日（水）・18日（金）・22日（火）
　　　　　　　　　　　【予備日】 3 月23日（水）

傍聴にお越しください

○会議はいずれも午前10時から
  （ 3 月 9 日（水）の議会運営委員会のみ

　　　　　　午後１時30分からです。）

◀永楽ゆめの森公園

▲成人式

議事の進み具合により、会議が終了している場合もあります。
日程は変更する場合があります。直前にお問い合わせください。
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意 見 書 を 採 択　
次の意見書を全会一致で可決し、政府など関係機関に提出しました。

○介護報酬の改定及び介護保険制度の改正に関する意見書
（提出先：内閣総理大臣・総務大臣・厚生労働大臣・財務大臣・衆議院議長・参議院議長）

　本年４月から介護報酬が引き下げられるとともに、要支援者に対する訪問介護及び通所介護サービ
スが段階的に地域支援事業に移行されるが、それによりサービスの質の低下などに不安を抱く声もあ
る。 よって本町議会は国に対し、下記の事項を強く要望する。
　
１ 訪問介護及び通所介護サービスの市町村事業への移行にあたっては、介護認定及びサービス利用が
　  抑制されないよう、必要な措置を講じること。
２ 介護労働者の安定的確保のため、事業所が介護職員処遇改善加算等を利用するほか、安定的な処遇
　  改善のため、基本給の賃金を改善すること。 
３ 特別養護老人ホームの入所者の中・重度重点化については、状況を的確に把握し、過度な入所制限
　  をしないこと。

12月から熊取町議会の
インターネット録画配信が始まりました!!
12月から熊取町議会の
インターネット録画配信が始まりました!!

パソコンやスマホで
①「熊取町議会」のホームページを開く　
②「議会録画配信」の中の議員名をクリック
③議員名との一般質問リストの一番下の「〇△議員一般
　質問（12月議会定例会）をクリック　
④一般質問の動画がYouTubeでご覧になれます。

録画映像は次回の定例会までご覧になれます。
議会中継の写真・映像・音声の無断での使用・複製・転載・
販売・改変することは法律で禁止されています。この議会
中継（映像及び音声）は熊取町議会の公式記録ではありま
せん。

　平成27年12月議会開催前（11月30日）に、全議員
が３班に分かれて、「議会を見に来てください」とい
うチラシを、熊取駅、サンディ、松源（五門店）で配布
しました。今後もこの活動は続けます。

議会の傍聴呼びかけ活動

12 月 定 例 会12 月 定 例 会12 月 定 例 会
　12月3日（木）に開会、12月16日（水）に閉会しました。この議会では、町長提案11件、
議員提出議案1件を審議しました。
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公平委員会委員の選任同意について（全会一致）

　大山力氏の任期が平成27年９月30日付で満了するので、同氏
の再任について同意するもの。
教育委員会委員の任命同意について（全会一致）

　北川賢一氏の任期が平成27年９月30日付で満了するので、同
氏の後任として代谷誠治氏の任命について、同意をするもの。

人事案件（9月議会）
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平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
5
号
）        

（
全
会
一
致
）

大
阪
広
域
水
道
企
業
団

の
共
同
処
理
す
る
事
務

の
変
更
及
び
こ
れ
に
伴

う
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
）

平
成
27
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
3
号
）

（
全
会
一
致
）

　大
阪
広
域
水
道
企
業
団
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、

関
係
市
町
村
と
協
議
を
始
め

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
６
，９
２
８
万
５
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
63
億

２
，５
３
５
万
９
千
円
と
定
め

る
も
の
。

　高
額
療
養
費
の
増
額
、
脳

ド
ッ
ク
助
成
金
の
増
額
、
昨

年
度
の
国
府
支
出
金
の
清
算

等
に
よ
る
も
の
。

平
成
27
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）   

（
全
会
一
致
）

　歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
２
８
万
２
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
32
億

８
５
２
万
８
千
円
と
定
め
る

も
の
。

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
民
間
委
託
に
よ
り
債
務
負

担
行
為
を
追
加
す
る
も
の
。

ま
た
、
引
継
費
用
の
増
額
補

正
。

る
も
の
。

公平委員会委員の選任同意について（全会一致）

　大山力氏の任期が平成27年９月30日付で満了するので、同氏
の再任について同意するもの。
教育委員会委員の任命同意について（全会一致）

　北川賢一氏の任期が平成27年９月30日付で満了するので、同
氏の後任として代谷誠治氏の任命について、同意をするもの。

人事案件（9月議会）

しろ  や  せい  じ

おおやまつとむ

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、

地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
の
公
布

に
よ
り
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
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【
概
要
】

　泉
州
南
消
防
組
合
は
、
泉

佐
野
市
、
泉
南
市
、
阪
南

市
、
熊
取
町
、
田
尻
町
、
岬

町
の
３
市
３
町
の
消
防
に
関

す
る
事
務
等
を
共
同
処
理
す

る
た
め
に
、
平
成
24
年
11
月

14
日
に
設
立
さ
れ
た
一
部
事

務
組
合
で
す
。

　消
防
組
合
に
は
、
泉
州
南

広
域
消
防
本
部
と
熊
取
消
防

署
、
市
場
消
防
署
、
泉
佐
野

消
防
署
、
泉
南
消
防
署
、
阪

南
消
防
署
、
岬
消
防
署
及
び

空
港
分
署
並
び
に
上
瓦
屋
出

張
所
、
日
根
野
出
張
所
、
田

尻
出
張
所
、
砂
川
出
張
所
の

１
消
防
本
部
、
６
消
防
署
、

１
分
署
、
４
出
張
所
が
配
置

さ
れ
、
３
５
７
名
の
消
防
職

員
で
日
夜
、
地
域
住
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
っ

て
い
ま
す
。

　平
成
27
年
４
月
１
日
現
在

の
管
内
面
積
は
、
約
２
１

３
・
７
Ｋ
㎡
で
、
管
内
人
口

は
29
万
２
，
５
０
８
人
と

な
っ
て
お
り
、
管
内
面
積
は

大
阪
府
内
で
大
阪
市
に
次
ぐ

広
さ
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

【
広
域
化
に
よ
る
効
果
】

　泉
州
南
広
域
消
防
本
部
が

で
き
た
こ
と
で
、
火
災
の
出

動
体
制
は
広
域
化
前
、
そ
れ

ぞ
れ
の
消
防
本
部
は
、
消
火

隊
２
隊
又
は
３
隊
で
出
動
し

て
い
た
も
の
が
、
初
期
出
動

で
消
火
隊
５
隊
に
救
助
隊
、

救
急
隊
各
１
隊
を
加
え
出
動

す
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
応

援
出
動
の
必
要
が
あ
れ
ば
各

署
所
の
余
剰
隊
よ
り
簡
単
に

増
隊
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
救
急
や
救
助

事
案
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て
も
、
単
独
整

備
に
比
べ
費
用
の
低
廉
化
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
27
年
度
に
１

１
９
番
を
受
信
す
る
た
め
に

４
台
の
高
機
能
指
令
装
置
を

新
た
に
整
備
し
ま
す
が
、
こ

ち
ら
も
費
用
の
低
廉
化
が
図

ら
れ
、
整
備
後
は
市
町
境
界

の
垣
根
を
取
り
除
い
た
直
近

隊
の
出
動
体
制
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

【
新
消
防
庁
舎
建
設
】

　阪
南
市
南
西
部
に
建
設
を

予
定
し
て
い
る
新
消
防
庁
舎

は
、
平
成
27
年
９
月
に
用
地

取
得
し
、
12
月
中
に
は
設
計

業
務
の
入
札
。

　こ
の
設
計
業
務
は
平
成
28

年
８
月
末
ま
で
の
約
８
か
月

間
で
終
了
し
、
そ
の
後
、
平

成
29
年
度
に
か
け
て
建
設
工

事
を
実
施
し
、
平
成
29
年
12

月
頃
の
竣
工
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　新
消
防
庁
舎
に
は
、
庁
舎

の
他
に
訓
練
棟
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
及
び
消
防
団
の
ポ
ン
プ
操

法
訓
練
場
所
を
併
設
す
る
予

定
で
す
。
こ
の
他
に
も
、

地
域
の
自
主
防
災
組
織
や

住
民
が
利
用
で
き
る
放
水

施
設
等
の
建
設
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

　こ
の
新
消
防
庁
舎
が
完

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消

防
職
員
の
消
防
技
術
向
上

は
も
と
よ
り
、
防
災
拠
点

と
し
て
地
域
の
安
心
・
安

全
並
び
に
住
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

【
熊
取
消
防
署
庁
舎
改
修
工

事
】　熊

取
消
防
署
庁
舎
に
つ
い

て
は
、
昭
和
59
年
の
竣
工
以

来
30
年
以
上
を
経
過
し
て
お

り
、
今
後
も
消
防
署
と
し
て

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に

大
規
模
な
改
修
が
必
要
で
あ

る
と
判
断
し
、
広
域
化
後
の

３
年
計
画
で
外
壁
の
補
修
工

事
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成

27
年
度
で
大
規
模
改
修
は
完

了
し
ま
す
。
工
事
も
順
調
に

進
み
、
契
約
期
間
の
平
成
28

年
２
月
末
ま
で
に
は
完
成
の

運
び
と
な
り
、
今
後
益
々
、

熊
取
町
住
民
の
安
心
・
安
全

を
守
る
防
災
施
設
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

泉
州
南
消
防
組
合
議
会
報
告

　平成27年11月11日（水）、教育・子どもセンターで、教育委員会委員4名と総務文教常任委員会委員6名、副議長
との間で懇談会を実施しました。
　教育委員会から、事業説明として　①学力向上について　②授業の工夫　③研修の実施　④地域人材の活用　⑤英
語教育について　⑥少人数・習熟度別指導について等の取り組みについて、詳しく説明がありました。
　議員からは、疑問点・問題点など活発な意見が出され、教育委員会並びに各小中学校の現場の先生方の、ご苦労
と、熱意ある取組姿勢がより深く感じられ大変有意義な懇談会となりました。
（出席者）
教育委員会　　　　　　　　　総務文教常任委員会
　教 育 長　西牧　研壯　　　　委 員 長　服部　脩二
　教育長職務代理者　　　　　　副委員長　阪口　　均
　　　　　　下中　直子　　　　委　　員　文野　慎治
　委　　員　島林　泰人　　　　委　　員　坂上　昌史
　委　　員　山本　洋子　　　　委　　員　矢野　正憲
　　　　　　　　　　　　　　　委　　員　坂上巳生男
　　　　　　　　　　　　　　副　議　長　鱧谷　陽子

教育委員会委員と総務文教常任委員会委員との懇談会を実施しました

泉
州
南
消
防
組
合
議
会
議
員

　鱧

　谷

　陽

　子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　阪

　口

　
　
　均
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　埼玉県八潮市ふれあい福祉部長寿介護課から、「介
護予防事業について」副課長であり保健師である布施
由美子氏からお話を伺いしました。
　八潮市は平成27年度４月末現在で、要介護認定率が
11.7％と埼玉県では８番目に少ない認定状況でありま
す。（熊取町は17.8％）介護予防の活動内容をお聞き
しました。
・地域支援事業として「二次予防事業」「一次予防事
業」の事業を行い重度化防止の、生きがいのある生
活、自己実現の支援を行っています。

・二次予防事業　「はつらつ教室」では運動器の機能
向上事業と「しゃんしゃん教室」総合型介護予防事
業を行っています。

・一次予防事業では市内公共施設を利用して「介護予
防事業　介護予防健康体操教室」「若返るぞ！シニ
ア体操教室」を開催しています。

・「おいしく食べよう栄養教室」では在宅管理栄養士
さんや食生活改善推進会が主になって行っています。

・八潮市では「八潮いこい体操」を町会自治会等40か所
で週 1回以上実施。多くの方が参加されています。

・また新たな取組として、歯科衛生士の健康教育の実
施。認知症サポーター養成講座を小中学校で実施。
認知症健診も開始しています。

　午後 2 時～午後 4 時、東京都板橋区役所・板橋区
立板橋第一小学校「あいキッズ」において、「板橋区
版放課後対策事業「あいキッズ」を、視察しました。
　区内全52小学校で実施されています。Ａ区分は、授
業終了後～午後6時まで（保育料月額2,700円・おやつ
有）Ｂ区分は、授業終了後～午後7時まで（保育料月
額3,900円・おやつ有）C区分は、授業終了後～午後5
時まで（保育料は無料・おやつ無）です。

・平成26年度11月より「埼玉県地域包括ケアシステム
支援人材バンク事業」を活用して「自立支援型地域
ケア会議」を立ち上げ、各専門家がはいり個々の
ケースを通して、市の課題を明らかにしているとの
ことです。
　報告の後、「八潮いこい体操」を全員で体験しまし
た。人口は熊取の倍近くある市ですが、熊取町でも活
かせる介護予防事業だと思います。熊取町では現在
「タピオ体操」が取り組まれ広がりつつあります。今
後の介護保険事業に今回の視察研修が大いに活かせる
よう考えていきたいと思います。

事業厚生常任委員会視察報告事業厚生常任委員会視察報告

総務文教常任委員会視察報告総務文教常任委員会視察報告 ＾11月5日（木）（全員参加）

（全員参加）

　小学校内に専用施設を設けて、子どもたちが安心し
て遊べる安全な居場所や、様々な活動ができる場所を
提供して、健やかな児童の成長を支援することを目的
としています。
　板橋第一小学校の「あいキッズ」の子どもたちは、非
常に元気で、伸び伸び過ごしているように感じられま
した。
　　

常任委員会合同行政視察を行いました

11月６日（金）
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【
概
要
】
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防
組
合
は
、
泉

佐
野
市
、
泉
南
市
、
阪
南

市
、
熊
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、
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の
消
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に
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等
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24
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に
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さ
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た
一
部
事
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組
合
で
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。
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組
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消
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瓦
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張
所
、
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野
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張
所
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田

尻
出
張
所
、
砂
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出
張
所
の

１
消
防
本
部
、
６
消
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署
、

１
分
署
、
４
出
張
所
が
配
置
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、
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５
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の
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で
日
夜
、
地
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民
の
生
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、
身
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及
び
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を
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ま
す
。

　平
成
27
年
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月
１
日
現
在

の
管
内
面
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は
、
約
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・
７
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㎡
で
、
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口

は
29
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５
０
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人
と
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、
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面
積
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す
。
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に
よ
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果
】
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広
域
消
防
本
部
が

で
き
た
こ
と
で
、
火
災
の
出

動
体
制
は
広
域
化
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、
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消
防
本
部
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消
火
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２
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又
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３
隊
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出
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い
た
も
の
が
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初
期
出
動

で
消
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５
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に
救
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隊
、

救
急
隊
各
１
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を
加
え
出
動
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よ
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に
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り
、
更
に
応

援
出
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の
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要
が
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ば
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所
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よ
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簡
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。
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案
に
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で
す
。
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防
救
急
無
線
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に
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も
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独
整

備
に
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費
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の
低
廉
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が

可
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な
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た
。
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、
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に
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９
番
を
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に
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台
の
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指
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を

新
た
に
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ま
す
が
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こ
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の
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。

【
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予
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に
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取
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し
、
12
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中
に
は
設
計

業
務
の
入
札
。

　こ
の
設
計
業
務
は
平
成
28

年
８
月
末
ま
で
の
約
８
か
月

間
で
終
了
し
、
そ
の
後
、
平

成
29
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度
に
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て
建
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工

事
を
実
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し
、
平
成
29
年
12

月
頃
の
竣
工
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　新
消
防
庁
舎
に
は
、
庁
舎

の
他
に
訓
練
棟
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
及
び
消
防
団
の
ポ
ン
プ
操

法
訓
練
場
所
を
併
設
す
る
予

定
で
す
。
こ
の
他
に
も
、

地
域
の
自
主
防
災
組
織
や

住
民
が
利
用
で
き
る
放
水

施
設
等
の
建
設
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

　こ
の
新
消
防
庁
舎
が
完

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消

防
職
員
の
消
防
技
術
向
上

は
も
と
よ
り
、
防
災
拠
点

と
し
て
地
域
の
安
心
・
安

全
並
び
に
住
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

【
熊
取
消
防
署
庁
舎
改
修
工

事
】　熊

取
消
防
署
庁
舎
に
つ
い

て
は
、
昭
和
59
年
の
竣
工
以

来
30
年
以
上
を
経
過
し
て
お

り
、
今
後
も
消
防
署
と
し
て

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に

大
規
模
な
改
修
が
必
要
で
あ

る
と
判
断
し
、
広
域
化
後
の

３
年
計
画
で
外
壁
の
補
修
工

事
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成

27
年
度
で
大
規
模
改
修
は
完

了
し
ま
す
。
工
事
も
順
調
に

進
み
、
契
約
期
間
の
平
成
28

年
２
月
末
ま
で
に
は
完
成
の

運
び
と
な
り
、
今
後
益
々
、

熊
取
町
住
民
の
安
心
・
安
全

を
守
る
防
災
施
設
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

泉
州
南
消
防
組
合
議
会
報
告

　平成27年11月11日（水）、教育・子どもセンターで、教育委員会委員4名と総務文教常任委員会委員6名、副議長
との間で懇談会を実施しました。
　教育委員会から、事業説明として　①学力向上について　②授業の工夫　③研修の実施　④地域人材の活用　⑤英
語教育について　⑥少人数・習熟度別指導について等の取り組みについて、詳しく説明がありました。
　議員からは、疑問点・問題点など活発な意見が出され、教育委員会並びに各小中学校の現場の先生方の、ご苦労
と、熱意ある取組姿勢がより深く感じられ大変有意義な懇談会となりました。
（出席者）
教育委員会　　　　　　　　　総務文教常任委員会
　教 育 長　西牧　研壯　　　　委 員 長　服部　脩二
　教育長職務代理者　　　　　　副委員長　阪口　　均
　　　　　　下中　直子　　　　委　　員　文野　慎治
　委　　員　島林　泰人　　　　委　　員　坂上　昌史
　委　　員　山本　洋子　　　　委　　員　矢野　正憲
　　　　　　　　　　　　　　　委　　員　坂上巳生男
　　　　　　　　　　　　　　副　議　長　鱧谷　陽子

教育委員会委員と総務文教常任委員会委員との懇談会を実施しました

泉
州
南
消
防
組
合
議
会
議
員

　鱧

　谷

　陽

　子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　阪

　口

　
　
　均
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　埼玉県八潮市ふれあい福祉部長寿介護課から、「介
護予防事業について」副課長であり保健師である布施
由美子氏からお話を伺いしました。
　八潮市は平成27年度４月末現在で、要介護認定率が
11.7％と埼玉県では８番目に少ない認定状況でありま
す。（熊取町は17.8％）介護予防の活動内容をお聞き
しました。
・地域支援事業として「二次予防事業」「一次予防事
業」の事業を行い重度化防止の、生きがいのある生
活、自己実現の支援を行っています。

・二次予防事業　「はつらつ教室」では運動器の機能
向上事業と「しゃんしゃん教室」総合型介護予防事
業を行っています。

・一次予防事業では市内公共施設を利用して「介護予
防事業　介護予防健康体操教室」「若返るぞ！シニ
ア体操教室」を開催しています。

・「おいしく食べよう栄養教室」では在宅管理栄養士
さんや食生活改善推進会が主になって行っています。

・八潮市では「八潮いこい体操」を町会自治会等40か所
で週 1回以上実施。多くの方が参加されています。

・また新たな取組として、歯科衛生士の健康教育の実
施。認知症サポーター養成講座を小中学校で実施。
認知症健診も開始しています。

　午後 2 時～午後 4 時、東京都板橋区役所・板橋区
立板橋第一小学校「あいキッズ」において、「板橋区
版放課後対策事業「あいキッズ」を、視察しました。
　区内全52小学校で実施されています。Ａ区分は、授
業終了後～午後6時まで（保育料月額2,700円・おやつ
有）Ｂ区分は、授業終了後～午後7時まで（保育料月
額3,900円・おやつ有）C区分は、授業終了後～午後5
時まで（保育料は無料・おやつ無）です。

・平成26年度11月より「埼玉県地域包括ケアシステム
支援人材バンク事業」を活用して「自立支援型地域
ケア会議」を立ち上げ、各専門家がはいり個々の
ケースを通して、市の課題を明らかにしているとの
ことです。

　報告の後、「八潮いこい体操」を全員で体験しまし
た。人口は熊取の倍近くある市ですが、熊取町でも活
かせる介護予防事業だと思います。熊取町では現在
「タピオ体操」が取り組まれ広がりつつあります。今
後の介護保険事業に今回の視察研修が大いに活かせる
よう考えていきたいと思います。

事業厚生常任委員会視察報告事業厚生常任委員会視察報告

総務文教常任委員会視察報告総務文教常任委員会視察報告 ＾11月5日（木）（全員参加）

（全員参加）

　小学校内に専用施設を設けて、子どもたちが安心し
て遊べる安全な居場所や、様々な活動ができる場所を
提供して、健やかな児童の成長を支援することを目的
としています。
　板橋第一小学校の「あいキッズ」の子どもたちは、非
常に元気で、伸び伸び過ごしているように感じられま
した。
　　

常任委員会合同行政視察を行いました

11月６日（金）
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　永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の

今
後
の
安
全
対
策
は
？

　
　駐
車
場
か
ら
公
園
出
入

口
へ
の
横
断
に
つ
い
て
は
、

土
日
祝
日
は
、
ガ
ー
ド
マ
ン

の
誘
導
に
よ
り
来
園
者
の
安

全
な
横
断
を
図
っ
て
い
る
。

大
型
滑
り
台
に
つ
い
て
は
園

路
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う

ク
ッ
シ
ョ
ン
材
を
備
え
た
防

止
柵
を
設
置
し
て
い
る
。
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広
場
に
お
い

て
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
な
ど

利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
看

板
を
設
置
し
て
お
り
、
緊
急

時
に
管
理
事
務
所
と
の
連
絡

が
出
来
る
よ
う
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
管
理
事
務
所
に
備

え
付
け
て
お
り
、
さ
ら
に
防

犯
上
の
安
全
対
策
と
し
て
芝

生
広
場
に
２
カ
所
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
広
場
に
１
カ
所
、

第
３
駐
車
場
前
と
永
楽
ダ
ム

側
の
出
入
口
に
各
１
カ
所
の

腕
野

　幸
博

河
合

　弘
樹

公
園
の
活
用
に
つ
い
て

道
路
整
備
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

問

問 問

答

答答 合
計
５
カ
所
の
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
い
る
。

　
　既
存
公
園
の
公
衆
ト
イ

レ
の
増
設
、
改
修
予
定
は
？

　
　本
町
に
は
、
永
楽
ゆ
め

の
森
公
園
以
外
に
96
箇
所
の

既
存
都
市
公
園
が
あ
り
、
現

在
こ
れ
ら
の
ト
イ
レ
の
増
設
、

改
修
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　規
模
の
大
き
い
公
園

か
ら
順
に
洋
式
ト
イ
レ
の
設

置
、
健
康
遊
具
、
ベ
ン
チ
の

増
設
等
の
行
き
届
い
た
公
園

に
し
て
頂
き
た
い
。

　
　生
活
道
路
の
今
後
の
整

備
計
画
、
危
険
交
差
点
の
改

良
計
画
予
定
は
？

　
　現
在
、
事
業
展
開
し
て

い
る
町
道
小
谷
穴
釜
線
道
路

改
良
事
業
及
び
町
道
貝
塚
日

根
野
線
東
和
苑
西
交
差
点
改

良
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す

る
と
と
も
に
、
町
道
野
田
中

央
線
野
田
交
差
点
改
良
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
次
期

整
備
路
線
に
つ
い
て
は
、
町

道
久
保
高
田
線
歩
道
拡
幅
事

業
な
ど
の
事
業
化
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
。

公
園
の
活
用
に
つ
い
て

道
路
整
備
に
つ
い
て

問答
　
　給
食
の
安
全
性
に
つ
い

て
の
方
針
は
？

　
　お
米
に
つ
い
て
は
、
残

留
農
薬
検
査
、
放
射
性
物
質

検
査
を
し
た
安
全
性
の
高
い

米
を
使
用
し
て
い
る
。
調
理

作
業
に
つ
い
て
は
、
衛
生
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

研
修
を
年
２
回
実
施
す
る
な

ど
安
全
対
策
の
徹
底
を
図
っ

て
い
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

れ
て
事
業
規
模
が
概
ね
３
倍

と
な
る
。
激
変
緩
和
措
置
が

行
わ
れ
る
が
大
阪
府
に
緩
和

措
置
の
充
実
を
要
望
し
て
い

る
。　

　大
阪
府
へ
統
合
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
町
が
行
う

事
務
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
影
響
は
？

　
　平
成
27
年
度
5
月
に

「
大
阪
府
・
市
町
村
国
民
健

康
保
険
広
域
化
調
整
会
議
」

と
下
部
組
織
が
設
置
さ
れ
検

討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
町
は
保
険
料
の
賦
課
、

徴
収
、
資
格
管
理
、
保
険
給

付
の
決
定
、
保
険
事
業
な
ど

地
域
に
お
け
る
き
め
細
か
い

事
業
を
行
う
こ
と
は
現
行
と

変
わ
ら
な
い
。

　
　国
保
料
に
対
す
る
多
子

減
免
の
導
入
は
？

　
　一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
で
独
自
の
軽
減
策
を
拡

充
す
る
こ
と
は
国
保
世
帯
以

外
の
負
担
に
な
る
。
独
自
の

問

　平
成
27
年
度
か
ら
低
所

得
者
支
援
と
し
て
全
国
で

１
，７
０
０
億
円
。
一
人
当

た
り
約
５
千
円
の
財
政
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
の
保
険
料
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
？

　
　国
が
定
め
る
法
定
軽
減

を
受
け
る
者
に
応
じ
て
財
政

支
援
を
受
け
る
。
約
５
，８

０
０
万
円
増
額
で
あ
り
一
人

当
り
約
５
千
円
の
増
額
に
な

る
。
し
か
し
増
額
分
は
収
入

と
し
て
計
上
し
て
い
る
。
他

の
要
素
の
影
響
を
受
け
現
時

点
で
は
見
込
む
こ
と
は
困

難
。　

　平
成
27
年
度
か
ら
「
財

政
共
同
安
定
化
事
業
の
１
円

化
」
が
行
わ
れ
る
。
本
町
に

お
け
る
影
響
は
？

　
　平
成
30
年
度
か
ら
の
広

域
化
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
平
成
27
年
度
よ
り
対
象
医

療
費
が
１
円
以
上
に
拡
大
さ

腕
野

　幸
博

皆
保
険
制
度
の
砦
で
あ
る「
国
民
健
康
保
険
」に
つ
い
て

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の
今
後
の
管
理
と
運
営
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園

問答問答

問答問答

問答
　
　今
後
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
。

　
　指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
む
け
て
検
討
を
行
う
。

現
在
公
園
と
墓
地
で
２
名
配

置
。
土
日
祝
日
は
駐
車
場
に

ガ
ー
ド
マ
ン
を
配
置
し
安
全

確
認
を
し
て
い
る
。
安
全
の

た
め
の
注
意
看
板
、
園
内
放

送
に
て
注
意
事
項
の
喚
起
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
バ
ス
停

名
は
28
年
７
月
に
「
永
楽
ゆ

め
の
森
公
園
」に
変
更
す
る
。

土
日
運
行
は
利
用
状
況
な
ど

を
検
証
し
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
減
免
の
拡
充
は
考
え

て
い
な
い
。

スケートボード広場

江
川

　慶
子

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
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入
団
体
の
実
績
な
ど
を
確
認

し
な
が
ら
、
調
査
研
究
を
継

続
し
て
い
く
。

　
　介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
は
、
登
録
さ
れ
た
65

歳
以
上
の
方
が
介
護
施
設
な

ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
た
実
績
に
応
じ
、
換
金

可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
制
度
で
す
が
、
導
入
の
検

討
は
？

　
　本
事
業
は
介
護
予
防
の

視
点
だ
け
で
な
く
、
住
民
相

互
で
支
え
合
え
る
地
域
づ
く

り
の
し
か
け
と
し
て
も
、
有

効
で
あ
る
か
を
検
証
し
な
が

ら
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
市
町
の
事
例
を
参
考
に

勉
強
し
て
い
き
た
い
。

　
　子
育
て
世
代
の
多
く
が

利
用
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
、
気
軽
に
子
育
て

支
援
に
関
す
る
情
報
を
取
得

で
き
る
ア
プ
リ
の
導
入
は
？

　
　子
育
て
を
通
し
て
の

「
親
育
ち
」や
親
と
子
、親
ど

う
し
、親
と
行
政
な
ど
、各
々

の
顔
が
見
え
る
子
育
て
を
展

開
し
な
が
ら
、
決
し
て
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
子
育
て
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
子
育
て
ツ
ー

ル
の
1
つ
と
し
て
バ
ラ
ン
ス

よ
く
活
用
し
て
い
く
と
い

う
、両
面
を
併
せ
て
検
討
し
、

ア
プ
リ
機
能
や
シ
ス
テ
ム
構

築
費
用
、
補
助
金
制
度
活
用

の
研
究
や
今
後
、
導
入
の
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

　
　空
き
家
状
況
は
？

　
　本
町
は
総
住
宅
数
１
万

５
，
９
４
０
戸
で
空
き
家
率

は
１
，
１
３
０
戸
の
7
％
で

実
質
空
き
家
率
は
５
９
０
戸

の
3
・
7
％
。

　
　取
り
組
み
は
？

　
　平
成
25
年
10
月
に
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
改
正

し
、
適
時
適
切
な
対
応
を
図

る
。
転
入
定
住
促
進
事
業
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
25
年
度
よ
り

3
年
間
の
期
間
限
定
で
中
古

住
宅
取
得
費
助
成
。
昭
和
56

年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
の
木

造
住
宅
の
利
活
用
の
困
難
な

空
き
家
の
除
却
費
の
補
助
。

　
　転
入
促
進
の
一
環
と
し

て
賃
貸
と
す
る
の
は
？

　
　「空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

を
導
入
し
て
い
る
近
隣
の
泉

佐
野
市
、
岬
町
や
府
内
導
入

団
体
の
声
と
し
て
は
、
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
難
し
い
。

　国
や
大
阪
府
の
動
向
や
導

い
つ
配
置
さ
れ
る
の
か
？

　
　今
年
度
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

養
成
研
修
を
受
講
し
て
い
る
。

又
、
28
年
度
中
に
配
置
す
る
。

　
　委
託
す
る
事
業
所
の
ど

の
よ
う
な
点
が
現
在
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
優

れ
て
い
る
の
か
？

　
　
　

　
　機
能
強
化
を
図
る
た
め
、

民
間
に
で
き
る
こ
と
を
委
託

法
人
に
お
願
い
し
、町
は
後
方

支
援
や
総
合
調
整
を
行
い
、連

携
を
図
る
。
ど
ち
ら
か
が
優

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
　29
年
度
か
ら
始
ま
る
新

介
護
予
防
・
日
常
生
活
総
合

事
業
に
つ
い
て
事
業
所
の
取

り
組
み
は
？

　
　
　
　
　
　

　
　訪
問
介
護
や
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
以
外
の
外
出
支

援
、
配
食
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
の
地
域
資
源

の
開
発
を
担
う
協
議
体
の
設

置
も
検
討
し
て
い
る
。
具
体

化
は
こ
れ
か
ら
調
整
す
る
。

　
　前
記
の
事
業
の
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

二
見

　裕
子

鱧
谷

　陽
子

問問問 答答

問

問問問

問

答

答

答答

問答問答

答

答

答

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
委
託
し
て
強
化

さ
れ
る
点
は
？

新
制
度
で
の
保
育
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
を
転
入
促
進
の
一
環
に

介
護
ポ
イ
ン
ト
導
入
で
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
介
護
予
防
に

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
で
楽
し
い
子
育
て
を

一
般
質
問

介
護
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
に
つ

い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

委
託
で
強
化
さ
れ
る
点
は
？

問

　
　短
時
間
認
定
児
と
標
準

時
間
認
定
児
と
の
保
育
料
の

差
は
1
・
7
％
し
か
な
い
、同

一
保
育
料
に
で
き
な
い
か
？

　
　短
時
間
認
定
児
と
標
準

時
間
認
定
児
の
保
育
料
を
同

一
に
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
が
、
短
時
間
認
定
を
受

け
た
方
が
、
延
長
保
育
が
常

新
制
度
で
の
保
育
に
つ
い
て

態
化
す
る
場
合
な
ど
は
、
標

準
時
間
認
定
へ
の
変
更
を
行

っ
て
い
る
。

　
　年
少
扶
養
控
除
の
み
な

し
適
用
が
な
く
な
り
、
多
子

世
帯
の
負
担
は
増
え
て
い
る

の
で
は
？

　
　国
で
は
、
年
少
扶
養
人

数
2
人
分
を
加
味
し
て
い

る
。
本
町
で
は
、
旧
制
度
と

同
じ
に
な
る
よ
う
国
基
準
額

の
70
％
を
基
本
に
し
て
い

る
。
本
年
と
昨
年
を
比
べ
て

も
ほ
と
ん
ど
差
は
な
く
影
響

は
少
な
い
と
考
え
る
。

　
　2
・
3
号
認
定
（
保
育

園
児
）
の
利
用
者
も
、
1
号

認
定
（
幼
稚
園
児
）
の
よ
う

に
小
学
校
3
年
以
下
の
兄
弟

に
お
い
て
2
人
目
半
額
、
3

人
目
0
円
に
で
き
な
い
か
？

　
　幼
稚
園
で
は
、
3
歳
か

ら
小
学
3
年
ま
で
の
6
年
間
、

保
育
所
で
は
、
0
歳
か
ら
6

歳
の
6
学
年
が
算
定
対
象
で

あ
る
の
で
考
え
て
い
な
い
。

定
例
会
に
お
い
て
各
議
員
が
行
う
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
で
す
。
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　永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の

今
後
の
安
全
対
策
は
？

　
　駐
車
場
か
ら
公
園
出
入

口
へ
の
横
断
に
つ
い
て
は
、

土
日
祝
日
は
、
ガ
ー
ド
マ
ン

の
誘
導
に
よ
り
来
園
者
の
安

全
な
横
断
を
図
っ
て
い
る
。

大
型
滑
り
台
に
つ
い
て
は
園

路
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う

ク
ッ
シ
ョ
ン
材
を
備
え
た
防

止
柵
を
設
置
し
て
い
る
。
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広
場
に
お
い

て
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
な
ど

利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
看

板
を
設
置
し
て
お
り
、
緊
急

時
に
管
理
事
務
所
と
の
連
絡

が
出
来
る
よ
う
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
管
理
事
務
所
に
備

え
付
け
て
お
り
、
さ
ら
に
防

犯
上
の
安
全
対
策
と
し
て
芝

生
広
場
に
２
カ
所
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
広
場
に
１
カ
所
、

第
３
駐
車
場
前
と
永
楽
ダ
ム

側
の
出
入
口
に
各
１
カ
所
の

腕
野

　幸
博

河
合

　弘
樹

公
園
の
活
用
に
つ
い
て

道
路
整
備
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

問

問 問

答

答答 合
計
５
カ
所
の
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
い
る
。

　
　既
存
公
園
の
公
衆
ト
イ

レ
の
増
設
、
改
修
予
定
は
？

　
　本
町
に
は
、
永
楽
ゆ
め

の
森
公
園
以
外
に
96
箇
所
の

既
存
都
市
公
園
が
あ
り
、
現

在
こ
れ
ら
の
ト
イ
レ
の
増
設
、

改
修
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　規
模
の
大
き
い
公
園

か
ら
順
に
洋
式
ト
イ
レ
の
設

置
、
健
康
遊
具
、
ベ
ン
チ
の

増
設
等
の
行
き
届
い
た
公
園

に
し
て
頂
き
た
い
。

　
　生
活
道
路
の
今
後
の
整

備
計
画
、
危
険
交
差
点
の
改

良
計
画
予
定
は
？

　
　現
在
、
事
業
展
開
し
て

い
る
町
道
小
谷
穴
釜
線
道
路

改
良
事
業
及
び
町
道
貝
塚
日

根
野
線
東
和
苑
西
交
差
点
改

良
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す

る
と
と
も
に
、
町
道
野
田
中

央
線
野
田
交
差
点
改
良
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
次
期

整
備
路
線
に
つ
い
て
は
、
町

道
久
保
高
田
線
歩
道
拡
幅
事

業
な
ど
の
事
業
化
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
。

公
園
の
活
用
に
つ
い
て

道
路
整
備
に
つ
い
て

問答
　
　給
食
の
安
全
性
に
つ
い

て
の
方
針
は
？

　
　お
米
に
つ
い
て
は
、
残

留
農
薬
検
査
、
放
射
性
物
質

検
査
を
し
た
安
全
性
の
高
い

米
を
使
用
し
て
い
る
。
調
理

作
業
に
つ
い
て
は
、
衛
生
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

研
修
を
年
２
回
実
施
す
る
な

ど
安
全
対
策
の
徹
底
を
図
っ

て
い
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

れ
て
事
業
規
模
が
概
ね
３
倍

と
な
る
。
激
変
緩
和
措
置
が

行
わ
れ
る
が
大
阪
府
に
緩
和

措
置
の
充
実
を
要
望
し
て
い

る
。　

　大
阪
府
へ
統
合
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
町
が
行
う

事
務
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
影
響
は
？

　
　平
成
27
年
度
5
月
に

「
大
阪
府
・
市
町
村
国
民
健

康
保
険
広
域
化
調
整
会
議
」

と
下
部
組
織
が
設
置
さ
れ
検

討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
町
は
保
険
料
の
賦
課
、

徴
収
、
資
格
管
理
、
保
険
給

付
の
決
定
、
保
険
事
業
な
ど

地
域
に
お
け
る
き
め
細
か
い

事
業
を
行
う
こ
と
は
現
行
と

変
わ
ら
な
い
。

　
　国
保
料
に
対
す
る
多
子

減
免
の
導
入
は
？

　
　一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
で
独
自
の
軽
減
策
を
拡

充
す
る
こ
と
は
国
保
世
帯
以

外
の
負
担
に
な
る
。
独
自
の

問

　平
成
27
年
度
か
ら
低
所

得
者
支
援
と
し
て
全
国
で

１
，７
０
０
億
円
。
一
人
当

た
り
約
５
千
円
の
財
政
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
の
保
険
料
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
？

　
　国
が
定
め
る
法
定
軽
減

を
受
け
る
者
に
応
じ
て
財
政

支
援
を
受
け
る
。
約
５
，８

０
０
万
円
増
額
で
あ
り
一
人

当
り
約
５
千
円
の
増
額
に
な

る
。
し
か
し
増
額
分
は
収
入

と
し
て
計
上
し
て
い
る
。
他

の
要
素
の
影
響
を
受
け
現
時

点
で
は
見
込
む
こ
と
は
困

難
。　

　平
成
27
年
度
か
ら
「
財

政
共
同
安
定
化
事
業
の
１
円

化
」
が
行
わ
れ
る
。
本
町
に

お
け
る
影
響
は
？

　
　平
成
30
年
度
か
ら
の
広

域
化
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
平
成
27
年
度
よ
り
対
象
医

療
費
が
１
円
以
上
に
拡
大
さ

腕
野

　幸
博

皆
保
険
制
度
の
砦
で
あ
る「
国
民
健
康
保
険
」に
つ
い
て

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の
今
後
の
管
理
と
運
営
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園

問答問答

問答問答

問答
　
　今
後
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
。

　
　指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
む
け
て
検
討
を
行
う
。

現
在
公
園
と
墓
地
で
２
名
配

置
。
土
日
祝
日
は
駐
車
場
に

ガ
ー
ド
マ
ン
を
配
置
し
安
全

確
認
を
し
て
い
る
。
安
全
の

た
め
の
注
意
看
板
、
園
内
放

送
に
て
注
意
事
項
の
喚
起
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
バ
ス
停

名
は
28
年
７
月
に
「
永
楽
ゆ

め
の
森
公
園
」に
変
更
す
る
。

土
日
運
行
は
利
用
状
況
な
ど

を
検
証
し
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
減
免
の
拡
充
は
考
え

て
い
な
い
。

スケートボード広場

江
川

　慶
子

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
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入
団
体
の
実
績
な
ど
を
確
認

し
な
が
ら
、
調
査
研
究
を
継

続
し
て
い
く
。

　
　介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
は
、
登
録
さ
れ
た
65

歳
以
上
の
方
が
介
護
施
設
な

ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
た
実
績
に
応
じ
、
換
金

可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
制
度
で
す
が
、
導
入
の
検

討
は
？

　
　本
事
業
は
介
護
予
防
の

視
点
だ
け
で
な
く
、
住
民
相

互
で
支
え
合
え
る
地
域
づ
く

り
の
し
か
け
と
し
て
も
、
有

効
で
あ
る
か
を
検
証
し
な
が

ら
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
市
町
の
事
例
を
参
考
に

勉
強
し
て
い
き
た
い
。

　
　子
育
て
世
代
の
多
く
が

利
用
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
、
気
軽
に
子
育
て

支
援
に
関
す
る
情
報
を
取
得

で
き
る
ア
プ
リ
の
導
入
は
？

　
　子
育
て
を
通
し
て
の

「
親
育
ち
」や
親
と
子
、親
ど

う
し
、親
と
行
政
な
ど
、各
々

の
顔
が
見
え
る
子
育
て
を
展

開
し
な
が
ら
、
決
し
て
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
子
育
て
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
子
育
て
ツ
ー

ル
の
1
つ
と
し
て
バ
ラ
ン
ス

よ
く
活
用
し
て
い
く
と
い

う
、両
面
を
併
せ
て
検
討
し
、

ア
プ
リ
機
能
や
シ
ス
テ
ム
構

築
費
用
、
補
助
金
制
度
活
用

の
研
究
や
今
後
、
導
入
の
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

　
　空
き
家
状
況
は
？

　
　本
町
は
総
住
宅
数
１
万

５
，
９
４
０
戸
で
空
き
家
率

は
１
，
１
３
０
戸
の
7
％
で

実
質
空
き
家
率
は
５
９
０
戸

の
3
・
7
％
。

　
　取
り
組
み
は
？

　
　平
成
25
年
10
月
に
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
改
正

し
、
適
時
適
切
な
対
応
を
図

る
。
転
入
定
住
促
進
事
業
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
25
年
度
よ
り

3
年
間
の
期
間
限
定
で
中
古

住
宅
取
得
費
助
成
。
昭
和
56

年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
の
木

造
住
宅
の
利
活
用
の
困
難
な

空
き
家
の
除
却
費
の
補
助
。

　
　転
入
促
進
の
一
環
と
し

て
賃
貸
と
す
る
の
は
？

　
　「空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

を
導
入
し
て
い
る
近
隣
の
泉

佐
野
市
、
岬
町
や
府
内
導
入

団
体
の
声
と
し
て
は
、
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
難
し
い
。

　国
や
大
阪
府
の
動
向
や
導

い
つ
配
置
さ
れ
る
の
か
？

　
　今
年
度
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

養
成
研
修
を
受
講
し
て
い
る
。

又
、
28
年
度
中
に
配
置
す
る
。

　
　委
託
す
る
事
業
所
の
ど

の
よ
う
な
点
が
現
在
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
優

れ
て
い
る
の
か
？

　
　
　

　
　機
能
強
化
を
図
る
た
め
、

民
間
に
で
き
る
こ
と
を
委
託

法
人
に
お
願
い
し
、町
は
後
方

支
援
や
総
合
調
整
を
行
い
、連

携
を
図
る
。
ど
ち
ら
か
が
優

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
　29
年
度
か
ら
始
ま
る
新

介
護
予
防
・
日
常
生
活
総
合

事
業
に
つ
い
て
事
業
所
の
取

り
組
み
は
？

　
　
　
　
　
　

　
　訪
問
介
護
や
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
以
外
の
外
出
支

援
、
配
食
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
の
地
域
資
源

の
開
発
を
担
う
協
議
体
の
設

置
も
検
討
し
て
い
る
。
具
体

化
は
こ
れ
か
ら
調
整
す
る
。

　
　前
記
の
事
業
の
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

二
見

　裕
子

鱧
谷

　陽
子

問問問 答答

問

問問問

問

答

答

答答

問答問答

答

答

答

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
委
託
し
て
強
化

さ
れ
る
点
は
？

新
制
度
で
の
保
育
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
を
転
入
促
進
の
一
環
に

介
護
ポ
イ
ン
ト
導
入
で
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
介
護
予
防
に

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
で
楽
し
い
子
育
て
を

一
般
質
問

介
護
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
に
つ

い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

委
託
で
強
化
さ
れ
る
点
は
？

問

　
　短
時
間
認
定
児
と
標
準

時
間
認
定
児
と
の
保
育
料
の

差
は
1
・
7
％
し
か
な
い
、同

一
保
育
料
に
で
き
な
い
か
？

　
　短
時
間
認
定
児
と
標
準

時
間
認
定
児
の
保
育
料
を
同

一
に
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
が
、
短
時
間
認
定
を
受

け
た
方
が
、
延
長
保
育
が
常

新
制
度
で
の
保
育
に
つ
い
て

態
化
す
る
場
合
な
ど
は
、
標

準
時
間
認
定
へ
の
変
更
を
行

っ
て
い
る
。

　
　年
少
扶
養
控
除
の
み
な

し
適
用
が
な
く
な
り
、
多
子

世
帯
の
負
担
は
増
え
て
い
る

の
で
は
？

　
　国
で
は
、
年
少
扶
養
人

数
2
人
分
を
加
味
し
て
い

る
。
本
町
で
は
、
旧
制
度
と

同
じ
に
な
る
よ
う
国
基
準
額

の
70
％
を
基
本
に
し
て
い

る
。
本
年
と
昨
年
を
比
べ
て

も
ほ
と
ん
ど
差
は
な
く
影
響

は
少
な
い
と
考
え
る
。

　
　2
・
3
号
認
定
（
保
育

園
児
）
の
利
用
者
も
、
1
号

認
定
（
幼
稚
園
児
）
の
よ
う

に
小
学
校
3
年
以
下
の
兄
弟

に
お
い
て
2
人
目
半
額
、
3

人
目
0
円
に
で
き
な
い
か
？

　
　幼
稚
園
で
は
、
3
歳
か

ら
小
学
3
年
ま
で
の
6
年
間
、

保
育
所
で
は
、
0
歳
か
ら
6

歳
の
6
学
年
が
算
定
対
象
で

あ
る
の
で
考
え
て
い
な
い
。

定
例
会
に
お
い
て
各
議
員
が
行
う
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
で
す
。
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問

　熊
取
町
で
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
変
わ
る
、

住
民
意
見
聴
取
の
手
法
と
し

て
昨
年
８
月
よ
り
パ
ブ
リ
ッ

ク
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
を
開
始

し
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
計

画
な
ど
い
く
つ
か
の
計
画
素

案
に
つ
い
て
、
住
民
の
意
見

を
聞
く
作
業
が
実
施
さ
れ
て

き
た
。
モ
ニ
タ
ー
実
施
に
よ

る
成
果
と
課
題
は
ど
う
か
。

　
　５
つ
の
計
画
素
案
に
つ

い
て
、
３
４
０
件
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
32
件
が
計
画
に

反
映
さ
れ
た
。
ま
た
、
転

入
・
定
住
促
進
策
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
76
・
９
％
の
方

か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

課
題
と
し
て
は
、
複
数
の
計

画
素
案
が
一
時
に
集
中
し
、

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
ご
負
担

を
か
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
は
過
重

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め

腕
野

　幸
博

坂
上

　巳
生
男

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
復
活
を
考
え
て
い
な
い
の
か

談
合
の
損
害
賠
償
金
に
つ
い
て
、
全
額
回
収
の
決
意
を

示
さ
れ
た
い

問

問

答

答

問答問答問答

た
い
。

　
　モ
ニ
タ
ー
制
度
に
よ
る

成
果
は
認
め
る
が
、
住
民
の

意
見
表
明
の
機
会
と
し
て
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
存

続
す
べ
き
だ
。

　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
計
画

素
案
を
公
表
し
て
お
り
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し
て

の
機
能
も
あ
る
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
検
証
を

行
っ
た
上
で
、
改
善
す
べ
き

点
を
整
理
し
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

　
　談
合
の
損
害
賠
償
金

は
、
こ
れ
ま
で
の
回
収
額
は

い
く
ら
か
。
今
後
の
全
額
回

収
に
向
け
た
決
意
は
ど
う
か
。

　
　損
害
賠
償
金
１
億
５
，４

４
３
万
６
，３
９
７
円
、
遅
延

損
害
金
５
，０
３
７
万
７
，１
１

１
円
、
合
計
２
億
４
８
１
万

３
，５
０
８
円
の
回
収
で
あ

り
、
回
収
率
は
41
・
２
％
。
今

後
も
財
産
調
査
に
努
め
、
資
産

が
見
つ
か
れ
ば
差
押
え
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
法
的
手
段
を
行
使
し

て
損
害
回
復
に
努
め
る
。

　
　財
産
調
査
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
る
の
か
。

　
　登
記
情
報
の
調
査
や
金

融
機
関
へ
の
問
い
合
わ
せ
、

裁
判
所
を
通
じ
た
財
産
開
示

請
求
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　
　財
産
開
示
命
令
に
応
じ

な
い
業
者
も
い
る
よ
う
だ

が
、
債
権
者
破
産
は
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　債
権
者
破
産
も
一
つ
の

手
続
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

復
活
を
求
め
る

談
合
損
害
賠
償
金
の
全
額

回
収
に
向
け
た
決
意
は
？

　
　年
齢
階
層
別
の
転
入
・

転
出
者
数
に
つ
い
て
。

　
　転
入
促
進
策
の
効
果
も

あ
り
、
全
体
と
し
て
は
、
転

入
者
が
転
出
者
を
上
回
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

 

　
　若
者
・
子
育
て
世
代
向

け
の
新
た
な
転
入
促
進
策
と

し
て
、
近
居
支
援
政
策
を
お

願
い
し
た
い
が
。

　
　現
在
導
入
し
て
い
る
他

市
の
状
況
を
検
証
し
、
国
の

動
向
も
併
せ
て
注
視
す
る
。

腕
野

　幸
博

若
者
・
子
育
て
世
代
に
特
化
し
た
新
た
な
転

入
促
進
策
の
導
入
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の
為
の
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
設
置
を

若
者
・
子
育
て
世
代
の
転
出

が
目
立
つ
。
現
状
を
分
析
し
、

年
齢
層
に
特
化
し
た
対
策
を

　
　空
き
家
バ
ン
ク
設
置
に

伴
う
、
若
者
・
子
育
て
世
代

の
受
け
入
れ
環
境
の
強
化
、

地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て

　
　現
在
の
と
こ
ろ
空
き
家

バ
ン
ク
の
設
置
は
考
え
て
い

な
い
が
、
導
入
し
て
い
る
他

市
の
調
査
研
究
を
継
続
す
る
。

　
　
　本
町
は
、
若
者
・
子

育
て
世
代
が
転
入
す
る
為
の

受
け
皿
（
空
き
家
が
少
な

い
）が
乏
し
く
、結
果
と
し
て

転
入
者
が
少
な
い
状
況
だ
。

本
町
の
空
き
家
を
「
見
え
る

化
」
す
る
事
で
、
世
代
間
交

流
の
場
と
し
て
の
空
き
家
を

有
効
活
用
し
て
い
く
事
に
も

繋
が
る
。
大
胆
な
近
居
支
援

策
の
導
入
や
、
空
き
家
バ
ン

ク
を
設
置
し
、
転
入
者
増
に

努
め
て
頂
き
た
い
。

地
域
活
性
化
推
進
の
為
の

「
空
き
家
バ
ン
ク
」設
置
を

今
後
は
「
外
国
人
に
選
ば
れ

る
街
づ
く
り
」
の
視
点
も

問答問答

答

問答
　
　平
成
52
年
に
本
町
の
人

口
４
万
２
千
人
を
維
持
す
る

と
あ
る
が
、
く
ま
と
り
創
生

に
は
外
国
人
に
選
ば
れ
る
街

づ
く
り
の
視
点
も
併
せ
て
必

要
だ
。
現
在
の
外
国
人
居
住

人
数
及
び
今
後
の
外
国
人
移

住
政
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　平
成
27
年
10
月
末
現
在

で
１
７
８
人
居
住
し
て
い

る
。国
別
で
は
、韓
国
59
人
、

中
国
47
人
、ベ
ト
ナ
ム
20
人
、

他
23
ヶ
国
の
方
が
本
町
の
住

民
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
単

独
で
移
住
・
移
民
政
策
を
行

う
事
は
考
え
て
い
な
い
が
、

交
流
人
口
の
増
加
の
視
点
で

地
域
活
性
化
を
図
り
た
い
。

浦
川

　佳
浩

問

平成17年度～平成26年度までの
転入・転出者数

（単位　人）

「
談
合
事
件
」
に
つ
い
て
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一
般
質
問

ら
調
査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

　
　ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
立
上
げ
に
つ
い
て
は
？

　
　ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
ま
ず
大
阪
体

育
大
学
を
は
じ
め
４
つ
の
大

学
や
体
育
協
会
等
ス
ポ
ー
ツ

関
係
各
種
団
体
、
商
工
会
、

観
光
協
会
な
ど
と
も
連
携
し
、

調
査
・
研
究
に
取
組
み
た
い
。

　
　運
動
好
き
な
子
ど
も
を

育
て
る
学
校
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
は
？

　
　全
国
体
力
テ
ス
ト
等
の

調
査
結
果
を
受
け
、
各
学
校

に
て
、
例
え
ば
持
久
走
で
は
、

　
　熊
取
町
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
の
今
後
の
新
た
な
活

用
を
ど
う
お
考
え
か
？ 

　
　ス
ポ
ー
ツ
は
、
近
年
、

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
広
が
り
や

医
療
・
介
護
費
の
抑
制
、経
済
、

国
際
交
流
な
ど
多
様
な
効
果

を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
本
町

で
も
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

を
契
機
に
機
会
を
逃
さ
ず
、

新
た
な
活
用
に
つ
い
て
関
係

部
署
と
連
携
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

　
　ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
基
幹
産
業
の
創
出
は
？

　
　ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
経
済

的
効
果
に
よ
る
産
業
の
活
性

化
に
向
け
て
、
本
町
の
有
す

る
資
源
を
活
用
し
、
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
ど
ん
な

産
業
が
成
立
す
る
の
か
、
今

後
先
進
事
例
を
参
考
に
、
庁

内
関
係
部
署
、
商
工
会
、
観

光
協
会
等
と
も
連
携
し
な
が

腕
野

　幸
博

問答

問

問

答 答

問答問答

問答

問答

走
っ
た
分
だ
け
色
を
塗
り
、

頑
張
り
が
わ
か
る
カ
ー
ド
を

使
っ
た
り
、
縄
跳
び
で
は
、

集
団
で
競
い
な
が
ら
、
飛
ぶ

喜
び
を
味
わ
う
記
録
会
や
大

会
を
開
催
し
た
り
、
ボ
ー
ル

に
慣
れ
親
し
み
触
れ
る
機
会

を
増
や
す
な
ど
、
運
動
好
き

と
な
る
機
会
づ
く
り
に
取
組

ん
で
い
る
。ま
た
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
事
業
な
ど
と
の
連

携
に
よ
り
教
員
の
授
業
力
向

上
に
寄
与
し
た
り
、
専
門
大

学
と
も
よ
り
連
携
し
た
取
組

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　介
護
予
防
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
の
活
用
に
つ
い
て
？

　
　現
在
、
介
護
予
防
教
室

等
で
は
、
く
ま
と
り
タ
ピ
オ

元
気
体
操
を
始
め
、
様
々
な

運
動
を
取
入
れ
、
楽
し
く
継

続
で
き
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

新
た
に
、
下
肢
筋
力
や
口
の

体
操
を
加
え
た
「
タ
ピ
オ
体

操
プ
ラ
ス
」
の
普
及
に
努
め

た
い
。

み
資
料
」
②
和
解
締
結
ベ
ー

ス
が
③
実
績
ベ
ー
ス
に
平
成

　
　
「
損
害
賠
償
金
回
収
見
込

腕
野

　幸
博

文
野

　慎
治

ス
ポ
ー
ツ
推
進
都
市
宣
言

の
推
進
に
つ
い
て

佐
古

　員
規

ス
ポ
ー
ツ
推
進
都
市
宣
言
を
目
指
し
て

取
り
組
む
べ
き
！

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
「
損
害
賠
償
金
の
回
収
」
を

ど
う
す
る
の
か
？

中
西
町
政
二
期
８
年
、
最
後
ま
で
住
民
側
に
立
た
ず
！

26
年
9
月
か
ら
分
か
れ
て
い

る
。資
料
中
の「
課
題
」に
全

力
を
尽
く
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
新
た
に
債
権
者
破
産
も

検
討
す
べ
き
。
完
納
業
者
と
の

不
公
平
が
有
る
。
１
０
０
％
回

収
を
目
指
す
と
答
弁
が
あ
っ
た

が
ど
う
す
る
の
か
？

　
　姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。

財
産
調
査
に
努
め
、
債
権
回

収
に
努
め
る
。

　
　住
民
訴
訟
で
画
期
的
な

判
決
を
得
た
。
協
力
し
な

か
っ
た
町
長
の
責
任
は
？ 

　
　事
件
発
覚
後
、
改
革
を

行
い
、
あ
ら
ゆ
る
法
的
手
段

を
行
使
し
損
害
の
回
復
に
鋭

意
努
め
る
事
が
責
務
。

　
　
　こ
の
判
決
は
全
て
原

告
住
民
の
お
か
げ
。
判
決
文

で
も
町
の
非
協
力
的
態
度
・

町
長
の
職
務
怠
慢
を
指
摘
し

て
い
る
。
損
害
賠
償
金
の
回

収
に
全
力
を
上
げ
る
の
は
当

然
。
談
合
事
件
を
検
証
・
総

括
す
る
必
要
が
あ
る
。
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問

　熊
取
町
で
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
変
わ
る
、

住
民
意
見
聴
取
の
手
法
と
し

て
昨
年
８
月
よ
り
パ
ブ
リ
ッ

ク
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
を
開
始

し
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
計

画
な
ど
い
く
つ
か
の
計
画
素

案
に
つ
い
て
、
住
民
の
意
見

を
聞
く
作
業
が
実
施
さ
れ
て

き
た
。
モ
ニ
タ
ー
実
施
に
よ

る
成
果
と
課
題
は
ど
う
か
。

　
　５
つ
の
計
画
素
案
に
つ

い
て
、
３
４
０
件
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
32
件
が
計
画
に

反
映
さ
れ
た
。
ま
た
、
転

入
・
定
住
促
進
策
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
76
・
９
％
の
方

か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

課
題
と
し
て
は
、
複
数
の
計

画
素
案
が
一
時
に
集
中
し
、

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
ご
負
担

を
か
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
は
過
重

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め

腕
野

　幸
博

坂
上

　巳
生
男

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
復
活
を
考
え
て
い
な
い
の
か

談
合
の
損
害
賠
償
金
に
つ
い
て
、
全
額
回
収
の
決
意
を

示
さ
れ
た
い

問

問

答

答

問答問答問答

た
い
。

　
　モ
ニ
タ
ー
制
度
に
よ
る

成
果
は
認
め
る
が
、
住
民
の

意
見
表
明
の
機
会
と
し
て
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
存

続
す
べ
き
だ
。

　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
計
画

素
案
を
公
表
し
て
お
り
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し
て

の
機
能
も
あ
る
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
検
証
を

行
っ
た
上
で
、
改
善
す
べ
き

点
を
整
理
し
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

　
　談
合
の
損
害
賠
償
金

は
、
こ
れ
ま
で
の
回
収
額
は

い
く
ら
か
。
今
後
の
全
額
回

収
に
向
け
た
決
意
は
ど
う
か
。

　
　損
害
賠
償
金
１
億
５
，４

４
３
万
６
，３
９
７
円
、
遅
延

損
害
金
５
，０
３
７
万
７
，１
１

１
円
、
合
計
２
億
４
８
１
万

３
，５
０
８
円
の
回
収
で
あ

り
、
回
収
率
は
41
・
２
％
。
今

後
も
財
産
調
査
に
努
め
、
資
産

が
見
つ
か
れ
ば
差
押
え
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
法
的
手
段
を
行
使
し

て
損
害
回
復
に
努
め
る
。

　
　財
産
調
査
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
る
の
か
。

　
　登
記
情
報
の
調
査
や
金

融
機
関
へ
の
問
い
合
わ
せ
、

裁
判
所
を
通
じ
た
財
産
開
示

請
求
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　
　財
産
開
示
命
令
に
応
じ

な
い
業
者
も
い
る
よ
う
だ

が
、
債
権
者
破
産
は
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　債
権
者
破
産
も
一
つ
の

手
続
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

復
活
を
求
め
る

談
合
損
害
賠
償
金
の
全
額

回
収
に
向
け
た
決
意
は
？

　
　年
齢
階
層
別
の
転
入
・

転
出
者
数
に
つ
い
て
。

　
　転
入
促
進
策
の
効
果
も

あ
り
、
全
体
と
し
て
は
、
転

入
者
が
転
出
者
を
上
回
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

 
　
　若
者
・
子
育
て
世
代
向

け
の
新
た
な
転
入
促
進
策
と

し
て
、
近
居
支
援
政
策
を
お

願
い
し
た
い
が
。

　
　現
在
導
入
し
て
い
る
他

市
の
状
況
を
検
証
し
、
国
の

動
向
も
併
せ
て
注
視
す
る
。

腕
野

　幸
博

若
者
・
子
育
て
世
代
に
特
化
し
た
新
た
な
転

入
促
進
策
の
導
入
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の
為
の
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
設
置
を

若
者
・
子
育
て
世
代
の
転
出

が
目
立
つ
。
現
状
を
分
析
し
、

年
齢
層
に
特
化
し
た
対
策
を

　
　空
き
家
バ
ン
ク
設
置
に

伴
う
、
若
者
・
子
育
て
世
代

の
受
け
入
れ
環
境
の
強
化
、

地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て

　
　現
在
の
と
こ
ろ
空
き
家

バ
ン
ク
の
設
置
は
考
え
て
い

な
い
が
、
導
入
し
て
い
る
他

市
の
調
査
研
究
を
継
続
す
る
。

　
　
　本
町
は
、
若
者
・
子

育
て
世
代
が
転
入
す
る
為
の

受
け
皿
（
空
き
家
が
少
な

い
）が
乏
し
く
、結
果
と
し
て

転
入
者
が
少
な
い
状
況
だ
。

本
町
の
空
き
家
を
「
見
え
る

化
」
す
る
事
で
、
世
代
間
交

流
の
場
と
し
て
の
空
き
家
を

有
効
活
用
し
て
い
く
事
に
も

繋
が
る
。
大
胆
な
近
居
支
援

策
の
導
入
や
、
空
き
家
バ
ン

ク
を
設
置
し
、
転
入
者
増
に

努
め
て
頂
き
た
い
。

地
域
活
性
化
推
進
の
為
の

「
空
き
家
バ
ン
ク
」設
置
を

今
後
は
「
外
国
人
に
選
ば
れ

る
街
づ
く
り
」
の
視
点
も

問答問答

答

問答
　
　平
成
52
年
に
本
町
の
人

口
４
万
２
千
人
を
維
持
す
る

と
あ
る
が
、
く
ま
と
り
創
生

に
は
外
国
人
に
選
ば
れ
る
街

づ
く
り
の
視
点
も
併
せ
て
必

要
だ
。
現
在
の
外
国
人
居
住

人
数
及
び
今
後
の
外
国
人
移

住
政
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　平
成
27
年
10
月
末
現
在

で
１
７
８
人
居
住
し
て
い

る
。国
別
で
は
、韓
国
59
人
、

中
国
47
人
、ベ
ト
ナ
ム
20
人
、

他
23
ヶ
国
の
方
が
本
町
の
住

民
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
単

独
で
移
住
・
移
民
政
策
を
行

う
事
は
考
え
て
い
な
い
が
、

交
流
人
口
の
増
加
の
視
点
で

地
域
活
性
化
を
図
り
た
い
。

浦
川

　佳
浩

問

平成17年度～平成26年度までの
転入・転出者数

（単位　人）

「
談
合
事
件
」
に
つ
い
て
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一
般
質
問

ら
調
査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

　
　ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
立
上
げ
に
つ
い
て
は
？

　
　ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
ま
ず
大
阪
体

育
大
学
を
は
じ
め
４
つ
の
大

学
や
体
育
協
会
等
ス
ポ
ー
ツ

関
係
各
種
団
体
、
商
工
会
、

観
光
協
会
な
ど
と
も
連
携
し
、

調
査
・
研
究
に
取
組
み
た
い
。

　
　運
動
好
き
な
子
ど
も
を

育
て
る
学
校
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
は
？

　
　全
国
体
力
テ
ス
ト
等
の

調
査
結
果
を
受
け
、
各
学
校

に
て
、
例
え
ば
持
久
走
で
は
、

　
　熊
取
町
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
の
今
後
の
新
た
な
活

用
を
ど
う
お
考
え
か
？ 

　
　ス
ポ
ー
ツ
は
、
近
年
、

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
広
が
り
や

医
療
・
介
護
費
の
抑
制
、経
済
、

国
際
交
流
な
ど
多
様
な
効
果

を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
本
町

で
も
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

を
契
機
に
機
会
を
逃
さ
ず
、

新
た
な
活
用
に
つ
い
て
関
係

部
署
と
連
携
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

　
　ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
基
幹
産
業
の
創
出
は
？

　
　ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
経
済

的
効
果
に
よ
る
産
業
の
活
性

化
に
向
け
て
、
本
町
の
有
す

る
資
源
を
活
用
し
、
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
ど
ん
な

産
業
が
成
立
す
る
の
か
、
今

後
先
進
事
例
を
参
考
に
、
庁

内
関
係
部
署
、
商
工
会
、
観

光
協
会
等
と
も
連
携
し
な
が

腕
野

　幸
博

問答

問

問

答 答

問答問答

問答

問答

走
っ
た
分
だ
け
色
を
塗
り
、

頑
張
り
が
わ
か
る
カ
ー
ド
を

使
っ
た
り
、
縄
跳
び
で
は
、

集
団
で
競
い
な
が
ら
、
飛
ぶ

喜
び
を
味
わ
う
記
録
会
や
大

会
を
開
催
し
た
り
、
ボ
ー
ル

に
慣
れ
親
し
み
触
れ
る
機
会

を
増
や
す
な
ど
、
運
動
好
き

と
な
る
機
会
づ
く
り
に
取
組

ん
で
い
る
。ま
た
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
事
業
な
ど
と
の
連

携
に
よ
り
教
員
の
授
業
力
向

上
に
寄
与
し
た
り
、
専
門
大

学
と
も
よ
り
連
携
し
た
取
組

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　介
護
予
防
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
の
活
用
に
つ
い
て
？

　
　現
在
、
介
護
予
防
教
室

等
で
は
、
く
ま
と
り
タ
ピ
オ

元
気
体
操
を
始
め
、
様
々
な

運
動
を
取
入
れ
、
楽
し
く
継

続
で
き
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

新
た
に
、
下
肢
筋
力
や
口
の

体
操
を
加
え
た
「
タ
ピ
オ
体

操
プ
ラ
ス
」
の
普
及
に
努
め

た
い
。

み
資
料
」
②
和
解
締
結
ベ
ー

ス
が
③
実
績
ベ
ー
ス
に
平
成

　
　
「
損
害
賠
償
金
回
収
見
込

腕
野

　幸
博

文
野

　慎
治

ス
ポ
ー
ツ
推
進
都
市
宣
言

の
推
進
に
つ
い
て

佐
古

　員
規

ス
ポ
ー
ツ
推
進
都
市
宣
言
を
目
指
し
て

取
り
組
む
べ
き
！

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
「
損
害
賠
償
金
の
回
収
」
を

ど
う
す
る
の
か
？

中
西
町
政
二
期
８
年
、
最
後
ま
で
住
民
側
に
立
た
ず
！

26
年
9
月
か
ら
分
か
れ
て
い

る
。資
料
中
の「
課
題
」に
全

力
を
尽
く
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
新
た
に
債
権
者
破
産
も

検
討
す
べ
き
。
完
納
業
者
と
の

不
公
平
が
有
る
。
１
０
０
％
回

収
を
目
指
す
と
答
弁
が
あ
っ
た

が
ど
う
す
る
の
か
？

　
　姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。

財
産
調
査
に
努
め
、
債
権
回

収
に
努
め
る
。

　
　住
民
訴
訟
で
画
期
的
な

判
決
を
得
た
。
協
力
し
な

か
っ
た
町
長
の
責
任
は
？ 

　
　事
件
発
覚
後
、
改
革
を

行
い
、
あ
ら
ゆ
る
法
的
手
段

を
行
使
し
損
害
の
回
復
に
鋭

意
努
め
る
事
が
責
務
。

　
　
　こ
の
判
決
は
全
て
原

告
住
民
の
お
か
げ
。
判
決
文

で
も
町
の
非
協
力
的
態
度
・

町
長
の
職
務
怠
慢
を
指
摘
し

て
い
る
。
損
害
賠
償
金
の
回

収
に
全
力
を
上
げ
る
の
は
当

然
。
談
合
事
件
を
検
証
・
総

括
す
る
必
要
が
あ
る
。
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　本
町
が
設
置
し
て
い
る

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
効
果
に

つ
い
て

　
　最
初
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
た
平
成
21
年
度
以

降
、
15
件
の
画
像
デ
ー
タ
提

供
に
よ
る
捜
査
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
犯
罪
抑
止
効
果
と

し
て
防
犯
カ
メ
ラ
が
作
動
中

で
あ
る
事
を
警
告
す
る
ス

テ
ッ
カ
ー
を
表
示
し
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
刑
法
犯
罪
認

知
件
数
は
、
設
置
の
前
年
の

平
成
20
年
に
比
べ
約
30
％
減

少
し
て
お
り
、
街
頭
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
が
減
少
の
一
因
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　府
内
他
市
町
の
設
置
状

況
の
比
較
に
つ
い
て

　
　本
町
が
設
置
し
て
い
る

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
は
10
台
。

岸
和
田
市
以
南
の
自
治
体
の

状
況
は
、
平
成
27
年
３
月
末

時
点
で
、
岸
和
田
市
１
８
８

腕
野

　幸
博

坂
上

　昌
史

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

小
型
不
燃
ご
み
の
定
期
回
収
に
つ
い
て

問

問

答

答

問答

台
、
貝
塚
市
26
台
、
泉
佐
野

市
１
２
５
台
、
泉
南
市
39
台
、

阪
南
市
17
台
、
田
尻
町
22
台
、

岬
町
０
台
。
府
内
の
他
の
町

村
は
、
太
子
町
52
台
、
島
本

町
22
台
、
忠
岡
町
22
台
、
河

南
町
16
台
、
豊
能
町
０
台
、

能
勢
町
０
台
、
千
早
赤
阪
村

０
台
。
本
町
は
設
置
台
数
は
、

府
下
全
体
で
は
5
番
目
に
少

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

人
口
10
万
人
当
た
り
の
全
刑

法
犯
罪
認
知
件
数
は
府
下
全

体
で
も
11
番
目
に
少
な
い
、

設
置
台
数
の
多
寡
が
単
純
に

そ
の
効
果
を
左
右
す
る
も
の

で
は
無
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　
　指
定
袋
に
入
る
範
囲
の
不

燃
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て

　
　本
町
で
は
粗
大
・
不
燃
ご

み
に
つ
い
て
電
話
申
し
込
み
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
を

導
入
し
基
本
的
に
排
出
者
の
ご

自
宅
玄
関
先
ま
で
収
集
に
伺
う

個
別
収
集
の
ほ
か
高
齢
者
の
単

身
世
帯
や
身
体
の
ご
不
自
由
な

方
に
対
し
て
は
排
出
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
制
度
も
実
施
し
て
お

り
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
休

日
、
祝
日
を
含
む
原
則
毎
日
、

町
役
場
と
駅
下
に
ぎ
わ
い
館
の

２
カ
所
で
拠
点
回
収
を
実
施
し

て
い
る
。
近
隣
自
治
体
と
比
べ

て
も
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
も

の
と
認
識
し
て
お
り
、
し
た

が
っ
て
不
当
排
出
が
危
惧
さ
れ

る
定
期
回
収
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
所
考
え
て
い
な
い
。

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て

小
型
不
燃
ご
み
の
定
期
回
収

平成27年11月に実施した議会報告会における質疑応答、要望の一部です

（質問）決算不認定というのは、どういう意味を持つのか？
（回答）決算不認定で行政に支障が出るわけではない。しかし、次年度の予算編成時には、一定反映されるべ
　　　　きと考える。

（質問）就学援助金の請願が採択されているが、回答は出ているのか？
（回答）多くの自治体が町民税が確定する6月時点のデータで援助を決めている。町の現在の事務処理では４
　　　　月支給は無理という回答が出ている。

（質問）マイナンバーの通知はもうされているのか？熊取町としてそのセキュリティはどうなるのか？
（回答）11月末頃の発送と聞いている。セキュリティ管理では、データのインターネット接続をしないととも
　　　　に、担当者の指導をきちんとする。

（質問）ＢＮＣＴ（がん治療）について「いつまでに何をするのか」決まっているのか？
（回答）原子炉から中性子を取り出す方法と加速器を使う方法の２種類があり、加速器を使った治験は現在も
　　　　進んでいる。

（質問）成合の青池横の町有地のソーラーパネルはどうなっているのか？ 
（回答）年間151万円で20年の土地借款で業者に貸し付けしている。

（要望）「永楽ゆめの森公園」は、老人でも気軽に行けるように周辺整備をしてほしい。ひまわりバスを頻
　　　　繁に出すように運行を考えてほしい。

議会報告会での質疑応答・要望議会報告会での質疑応答・要望議会報告会での質疑応答・要望

下
水
道
普
及
率

後
２
週
間
を
目
途
に
受
診
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

  

耐
震
化
促
進
に
つ
い
て

　
　耐
震
化
の
現
状
は
？

　
　推
計
値
で
85
％
。

　
　「
熊
取
町
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
の
目
標
は
90
％
。

今
後
、
耐
震
化
に
向
け
て
計

画
を
更
新
す
る
の
か
？

　
　大
阪
府
の
次
期
計
画
に

基
づ
き
同
計
画
を
見
直
し
て

い
き
た
い
。

　
　１
０
０
％
達
成
を
目
標

と
し
て
補
助
を
継
続
し
て
は

ど
う
か
？

　
　耐
震
化
へ
の
補
助
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

　
　認
知
症
が
原
因
で
介
護

認
定
を
受
け
る
ひ
と
が
多
く

い
る
が
、
タ
ピ
オ
体
操
の
中

に
認
知
症
予
防
の
メ
ニ
ュ
ー

を
組
み
入
れ
た
ら
ど
う
か
？

　
　現
在
「
タ
ピ
オ
プ
ラ
ス
」

と
い
う
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
考
案
中
で
そ
の
中
に
は
そ

の
様
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　「健
康
く
ま
と
り
探
検

隊
」
と
「
く
ま
と
り
タ
ピ
オ

元
気
体
操
ひ
ろ
め
隊
」
及
び

「
熊
取
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
」
の
三
者
会
談
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
？

　
　年
６
回
開
催
、
情
報
交

換
が
中
心
で
研
修
内
容
と
か

事
業
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　三
者
の
方
々
に
数
値
目

標
を
も
っ
て
活
動
し
て
も

ら
っ
て
は
ど
う
か
？

　
　い
ず
れ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
の
で
目
標
を
コ

ミ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
の
は
難

し
い
点
が
あ
る
が
今
後
も
町

　
　「く
ま
と
り
創
生
戦
略
」

に
あ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム(

医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括

的
に
確
保
さ
れ
る
体
制)

の

構
築
を
進
め
る
。
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
？

　
　医
療
・
介
護
の
分
野
で
は

「
熊
取
町
医
療
介
護
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
連
絡
会
」
を
中
心
に
多

職
種
の
横
の
連
携
を
強
化
し

て
い
く
。
介
護
予
防
に
つ
い

て
は
「
く
ま
と
り
タ
ピ
オ
元

気
体
操
」
を
さ
ら
に
普
及
さ

せ
た
い
。
住
ま
い
に
関
し
て

は
国
府
の
動
向
を
注
視
し
、

生
活
支
援
の
取
り
組
み
は
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー

の
構
築
に
向
け
準
備
を
す
る
。

　
　介
護
予
防
の
観
点
か
ら

タ
ピ
オ
体
操
の
普
及
度
合
い

に
つ
い
て

　
　普
及
率
と
し
て
と
ら
え

る
の
は
困
難
で
あ
る
。

腕
野

　幸
博

問答

問問問 答

問答

答答答

問答 問

問問 問

答

答答

答問問 答答

問答

問

問

答

と
し
て
活
動
支
援
を
行
う
。

 

　
　
　
　
　

　
　下
水
道
の
普
及
率
に
つ

て
平
成
31
年
に
現
在
の
77
・

５
％
か
ら
81
％
に
す
る
と
あ

る
が
具
体
的
に
は
？

　
　大
久
保
南
・
青
葉
台
・

五
門
東
・
西
・
山
の
手
台
・

小
垣
内
・
大
宮
・
久
保
の
一

部
の
地
域
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　同
じ
熊
取
町
民
で
住

ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て
不

公
平
感
が
な
い
よ
う
、
早
急

に
１
０
０
％
普
及
を
目
指
し

て
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

て
い
き
た
い
。

　
　認
知
症
カ
フ
ェ
の
実
施

状
況
は
ど
う
か
？

　
　「
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
」

の
名
称
で
実
施
。
今
後
も
継

続
し
て
、
回
数
や
場
所
の
拡

大
を
し
て
い
き
た
い
。

 

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

　
　切
れ
目
の
な
い
妊
娠
・

出
産
・
育
児
支
援
と
し
て
産

後
ケ
ア
対
策
は
喫
緊
の
課

題
。
「
広
域
に
よ
る
産
後
ケ

ア
体
制
の
構
築
を
求
め
る
要

望
書
」
を
３
市
３
町
の
首
長

に
提
出
し
た
。
ど
の
様
に
調

査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
か
？

　
　広
域
事
業
実
施
に
向

け
、
協
議
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
出
産
後
２
週
間
頃
の
産

院
で
の
お
母
さ
ん
の
ケ
ア
と

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
の
確
認
を

行
う
事
業
を
早
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。

　
　ど
の
様
に
行
う
の
か
。

　
　利
用
券
を
渡
し
て
、産

　
　前
立
腺
が
ん
は
、
本

年
、
男
性
の
が
ん
の
罹
患
率

が
ト
ッ
プ
。
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
推
進
す
る
た
め

に
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
？

　
　府
内
自
治
体
の
約
半
数  

が
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
導
入
し

て
い
る
。
導
入
に
向
け
し
っ

か
り
と
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

  

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　
　認
知
症
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
啓
発
す
る
為
の

取
り
組
み
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

作
成
状
況
は
ど
う
か
？

　
　平
成
27
年
度
中
の
完
成

に
向
け
作
業
中
。
完
成
し
た

ら
、
冊
子
と
チ
ラ
シ
を
活
用

し
理
解
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　携
帯
や
ス
マ
ホ
で
簡
易

に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
認
知
症

簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
？

　
　次
の
段
階
と
し
て
考
え

腕
野

　幸
博

渡
辺

　豊
子

前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て

阪
口

　
　均

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

下
水
道
普
及
率
に
つ
い
て

男
性
を
前
立
腺
が
ん
か
ら
守
れ
！

高
齢
者
を
早
期
に
認
知
症
か
ら
守
れ
！

産
後
の
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
守
れ
！

住
宅
の
倒
壊
か
ら
命
を
守
れ
！

健
康
づ
く
り
の
推
進
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　本
町
が
設
置
し
て
い
る

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
効
果
に

つ
い
て

　
　最
初
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
た
平
成
21
年
度
以

降
、
15
件
の
画
像
デ
ー
タ
提

供
に
よ
る
捜
査
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
犯
罪
抑
止
効
果
と

し
て
防
犯
カ
メ
ラ
が
作
動
中

で
あ
る
事
を
警
告
す
る
ス

テ
ッ
カ
ー
を
表
示
し
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
刑
法
犯
罪
認

知
件
数
は
、
設
置
の
前
年
の

平
成
20
年
に
比
べ
約
30
％
減

少
し
て
お
り
、
街
頭
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
が
減
少
の
一
因
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　府
内
他
市
町
の
設
置
状

況
の
比
較
に
つ
い
て

　
　本
町
が
設
置
し
て
い
る

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
は
10
台
。

岸
和
田
市
以
南
の
自
治
体
の

状
況
は
、
平
成
27
年
３
月
末

時
点
で
、
岸
和
田
市
１
８
８

腕
野

　幸
博

坂
上

　昌
史

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

小
型
不
燃
ご
み
の
定
期
回
収
に
つ
い
て

問

問

答

答

問答

台
、
貝
塚
市
26
台
、
泉
佐
野

市
１
２
５
台
、
泉
南
市
39
台
、

阪
南
市
17
台
、
田
尻
町
22
台
、

岬
町
０
台
。
府
内
の
他
の
町

村
は
、
太
子
町
52
台
、
島
本

町
22
台
、
忠
岡
町
22
台
、
河

南
町
16
台
、
豊
能
町
０
台
、

能
勢
町
０
台
、
千
早
赤
阪
村

０
台
。
本
町
は
設
置
台
数
は
、

府
下
全
体
で
は
5
番
目
に
少

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

人
口
10
万
人
当
た
り
の
全
刑

法
犯
罪
認
知
件
数
は
府
下
全

体
で
も
11
番
目
に
少
な
い
、

設
置
台
数
の
多
寡
が
単
純
に

そ
の
効
果
を
左
右
す
る
も
の

で
は
無
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　
　指
定
袋
に
入
る
範
囲
の
不

燃
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て

　
　本
町
で
は
粗
大
・
不
燃
ご

み
に
つ
い
て
電
話
申
し
込
み
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
を

導
入
し
基
本
的
に
排
出
者
の
ご

自
宅
玄
関
先
ま
で
収
集
に
伺
う

個
別
収
集
の
ほ
か
高
齢
者
の
単

身
世
帯
や
身
体
の
ご
不
自
由
な

方
に
対
し
て
は
排
出
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
制
度
も
実
施
し
て
お

り
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
休

日
、
祝
日
を
含
む
原
則
毎
日
、

町
役
場
と
駅
下
に
ぎ
わ
い
館
の

２
カ
所
で
拠
点
回
収
を
実
施
し

て
い
る
。
近
隣
自
治
体
と
比
べ

て
も
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
も

の
と
認
識
し
て
お
り
、
し
た

が
っ
て
不
当
排
出
が
危
惧
さ
れ

る
定
期
回
収
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
所
考
え
て
い
な
い
。

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て

小
型
不
燃
ご
み
の
定
期
回
収

平成27年11月に実施した議会報告会における質疑応答、要望の一部です

（質問）決算不認定というのは、どういう意味を持つのか？
（回答）決算不認定で行政に支障が出るわけではない。しかし、次年度の予算編成時には、一定反映されるべ
　　　　きと考える。

（質問）就学援助金の請願が採択されているが、回答は出ているのか？
（回答）多くの自治体が町民税が確定する6月時点のデータで援助を決めている。町の現在の事務処理では４
　　　　月支給は無理という回答が出ている。

（質問）マイナンバーの通知はもうされているのか？熊取町としてそのセキュリティはどうなるのか？
（回答）11月末頃の発送と聞いている。セキュリティ管理では、データのインターネット接続をしないととも
　　　　に、担当者の指導をきちんとする。

（質問）ＢＮＣＴ（がん治療）について「いつまでに何をするのか」決まっているのか？
（回答）原子炉から中性子を取り出す方法と加速器を使う方法の２種類があり、加速器を使った治験は現在も
　　　　進んでいる。

（質問）成合の青池横の町有地のソーラーパネルはどうなっているのか？ 
（回答）年間151万円で20年の土地借款で業者に貸し付けしている。

（要望）「永楽ゆめの森公園」は、老人でも気軽に行けるように周辺整備をしてほしい。ひまわりバスを頻
　　　　繁に出すように運行を考えてほしい。

議会報告会での質疑応答・要望議会報告会での質疑応答・要望議会報告会での質疑応答・要望
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と
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を
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進
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よ
う
な
も
の
か
？

　
　年
６
回
開
催
、
情
報
交

換
が
中
心
で
研
修
内
容
と
か

事
業
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　三
者
の
方
々
に
数
値
目

標
を
も
っ
て
活
動
し
て
も

ら
っ
て
は
ど
う
か
？

　
　い
ず
れ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
の
で
目
標
を
コ

ミ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
の
は
難

し
い
点
が
あ
る
が
今
後
も
町

　
　「く
ま
と
り
創
生
戦
略
」

に
あ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム(

医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括

的
に
確
保
さ
れ
る
体
制)

の

構
築
を
進
め
る
。
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
？

　
　医
療
・
介
護
の
分
野
で
は

「
熊
取
町
医
療
介
護
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
連
絡
会
」
を
中
心
に
多

職
種
の
横
の
連
携
を
強
化
し

て
い
く
。
介
護
予
防
に
つ
い

て
は
「
く
ま
と
り
タ
ピ
オ
元

気
体
操
」
を
さ
ら
に
普
及
さ

せ
た
い
。
住
ま
い
に
関
し
て

は
国
府
の
動
向
を
注
視
し
、

生
活
支
援
の
取
り
組
み
は
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー

の
構
築
に
向
け
準
備
を
す
る
。

　
　介
護
予
防
の
観
点
か
ら

タ
ピ
オ
体
操
の
普
及
度
合
い

に
つ
い
て

　
　普
及
率
と
し
て
と
ら
え

る
の
は
困
難
で
あ
る
。

腕
野

　幸
博

問答

問問問 答

問答

答答答

問答 問

問問 問

答

答答

答問問 答答

問答

問

問

答

と
し
て
活
動
支
援
を
行
う
。

 

　
　
　
　
　

　
　下
水
道
の
普
及
率
に
つ

て
平
成
31
年
に
現
在
の
77
・

５
％
か
ら
81
％
に
す
る
と
あ

る
が
具
体
的
に
は
？

　
　大
久
保
南
・
青
葉
台
・

五
門
東
・
西
・
山
の
手
台
・

小
垣
内
・
大
宮
・
久
保
の
一

部
の
地
域
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　同
じ
熊
取
町
民
で
住

ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て
不

公
平
感
が
な
い
よ
う
、
早
急

に
１
０
０
％
普
及
を
目
指
し

て
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

て
い
き
た
い
。

　
　認
知
症
カ
フ
ェ
の
実
施

状
況
は
ど
う
か
？

　
　「
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
」

の
名
称
で
実
施
。
今
後
も
継

続
し
て
、
回
数
や
場
所
の
拡

大
を
し
て
い
き
た
い
。

 

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

　
　切
れ
目
の
な
い
妊
娠
・

出
産
・
育
児
支
援
と
し
て
産

後
ケ
ア
対
策
は
喫
緊
の
課

題
。
「
広
域
に
よ
る
産
後
ケ

ア
体
制
の
構
築
を
求
め
る
要

望
書
」
を
３
市
３
町
の
首
長

に
提
出
し
た
。
ど
の
様
に
調

査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
か
？

　
　広
域
事
業
実
施
に
向

け
、
協
議
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
出
産
後
２
週
間
頃
の
産

院
で
の
お
母
さ
ん
の
ケ
ア
と

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
の
確
認
を

行
う
事
業
を
早
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。

　
　ど
の
様
に
行
う
の
か
。

　
　利
用
券
を
渡
し
て
、産

　
　前
立
腺
が
ん
は
、
本

年
、
男
性
の
が
ん
の
罹
患
率

が
ト
ッ
プ
。
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
推
進
す
る
た
め

に
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
？

　
　府
内
自
治
体
の
約
半
数  

が
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
導
入
し

て
い
る
。
導
入
に
向
け
し
っ

か
り
と
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

  

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　
　認
知
症
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
啓
発
す
る
為
の

取
り
組
み
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

作
成
状
況
は
ど
う
か
？

　
　平
成
27
年
度
中
の
完
成

に
向
け
作
業
中
。
完
成
し
た

ら
、
冊
子
と
チ
ラ
シ
を
活
用

し
理
解
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　携
帯
や
ス
マ
ホ
で
簡
易

に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
認
知
症

簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
？

　
　次
の
段
階
と
し
て
考
え

腕
野

　幸
博

渡
辺

　豊
子

前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て

阪
口

　
　均

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

下
水
道
普
及
率
に
つ
い
て

男
性
を
前
立
腺
が
ん
か
ら
守
れ
！

高
齢
者
を
早
期
に
認
知
症
か
ら
守
れ
！

産
後
の
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
守
れ
！

住
宅
の
倒
壊
か
ら
命
を
守
れ
！

健
康
づ
く
り
の
推
進
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　昨
年
11
月
に
、
町
民
の
皆

様
待
望
の
永
楽
ゆ
め
の
森
公

園
が
オ
ー
プ
ン
し
、
熊
取
町

の
新
た
な
観
光
名
所
と
し
て

本
町
が
誇
れ
る
公
園
で
あ
り

つ
づ
け
る
事
を
望
ん
で
お
り

ま
す
。

　平
成
28
年
を
迎
え
て
広
報

委
員
会
も
「
読
み
や
す
い
」

「
分
か
り
や
す
い
」
を
基
本

と
し
た
議
会
だ
よ
り
を
作
成

出
来
る
よ
う
、
委
員
全
員
が

気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　住
民
の
皆
様
か
ら
の
「
議

会
だ
よ
り
」
へ
の
ご
意
見
・

ご
要
望
も
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

野　　田 ………… 2月13日（土）午後 7 時～　　　　公民館
成　　合 ………… 2月21日（日）午後 7 時～　　　　公民館

七　　山 ………… 2月14日（日）午後 3 時30分～　　公民館　　　　

泉陽ヶ丘 ………… 2月21日（日）午後 7 時30分～　　老人憩の家

28年 2 月実施予定（12月議会報告）

2月20日（土）午後7時30分～
会場：熊取交流センター　煉瓦館  コットンホール《担当：3班》

　これまで、本会議で２回も「議会のインターネット映像配信実施」の請願が採択されてきましたが、イン
ターネット配信は実現できていませんでした。昨年10月下旬に熊取町が実施した無作為抽出アンケートで、必
要・不必要の割合が拮抗したことから、12月16日からYouTube での本会議の映像配信が開始されました。 
　パソコンやスマホで「熊取町議会」のホームページに入り、「議会録画配信」の中の議員名をクリックす
ると各議員の一般質問の状況が、YouTubeでご覧になれます。
　今後は、予算審査、決算審査の委員会並びに常任委員会の映像配信の実現を目指します。

町議会のインターネット録画配信が始まりました町議会のインターネット録画配信が始まりましたニュース 　

28年5月実施予定 28年8月実施予定 28年11月実施予定 29年2月実施予定


